
福井市加茂河原ポンプ場 大規模雨水処理施設整備事業計画 

 

（様式１） 

項  目 内 容 ・ 施 策 等 
選定理由  現在の加茂河原ポンプ場は、昭和29年の供用開始から既に65年が経過しており、老朽

化した施設であることから、排水能力向上による浸水被害の軽減を図るため、集中的な

ポンプ場の全面更新を実施する必要がある。 
 

整備目標 ① 本計画における対象降雨 
・本計画における対象降雨：43.1mm/h 
・目標とする理由：実験式から合理式の5年確立降雨へ見直し、雨水排水能力を 

6.533m3/ｓから12.962m3/ｓに増強する。 

・ハード整備による整備水準の目標：43.1mm/h 
 
②目標設定 
ⅰ)生命の保護の観点  ：当該排水区の浸水被害を防止する。 
ⅱ)都市機能の確保の観点：乗物の移動限界水深である 20cm 程度を目安とする。 
ⅲ)個人財産の保護の観点：床上浸水を防止するためには 45cm 程度以下を目安とす 
 る。 

③ハード対策，ソフト対策及び自助の役割分担について 
ⅰ)ハード対策 

施設整備により 43.1mm/h の降雨において浸水被害を防止することを目的と

する。 
ⅱ)ソフト対策及び自助 

住民の自助・共助の防災意識向上を図るための啓発活動や説明会を行うととも

に、補助制度等（雨水貯留タンクや止水板の設置）の整備、土のう配布、情報の

提供・共有の強化及び活用などを行い、対象降雨を超える降雨が生じた際、浸水

被害の最小化を図る。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
項  目 内 容 ・ 施 策 等 
内水ハザ

ードマッ

プ策定状

況 

・ 有  (平成 19 年 6 月策定済み 令和 2 年度更新予定) 
 
 
 

主な 
事業 
内容 
 
 

公

助 
ハード

対策 
下水道管理者 ・雨水ポンプ場の整備 排水能力 12.962m3/ｓ 

 
下水道管理者 
以外 

 

 
ソフト

対策 
下水道管理者 ・内水ハザードマップの作成・公表 

・降雨情報の収集と提供 
・水防体制 
・出前講座等 

下水道管理者 
以外 

・福井減災プロジェクト 

自

助 
ハード

対策 
 ・土のう配布 

・雨水貯留タンクの設置（福井市浸水防除施設設置費補

助金交付要綱） 
・止水板の設置（福井市浸水防除施設設置費補助金交付

要綱） 
 

ソフト

対策 
 ・避難訓練 （福井市雨水対策室） 

 
 
 
 
 

年度計画（百万円） 

 
 
 

名称 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 計 

加茂河原ポンプ場 1,289 3,046 2,043 1,854 383 8,615 

計 1,289 3,046 2,043 1,854  383 8,615 



 
 
 
項  目 内 容 ・ 施 策 等 
整備効果 ・設置から 65 年が経過している足羽地区の加茂河原ポンプ場施設について、雨水排水機

能を適切に確保する。（12.962m3/ｓ 1/5 対応） 
・機能向上を伴う場合：雨水排水能力を 6.533m3/ｓから 12.962m3/ｓに増強する。 
 
ソフト対策，自助の整備効果等： 

住民の自助・共助の防災意識向上を図るための啓発活動や説明会を行うとともに、

補助制度等（雨水貯留タンクや止水板の設置）の整備、土のう配布、情報の提供・共

有の強化及び活用などを行い、対象降雨を超える降雨が生じた際、浸水被害の最小化

を図る。 
 

放流先河

川との調

整状況 

放流先である一級河川足羽川の管理者である福井県河川課と放流量については調整

済み。 

その他 平成 27 年に「福井市下水道雨水対策基本計画」を策定した。 
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